
科目
区分

専門教育科目 科目名
科目
コード

20601 担当者

卒業要件

免許・資格
要件

誠実な人柄と
人間力
（尽心）

高度な知性と
創造力
（創造）

明確な意志と
実践力
（実践）

１． ○

２． ○

３．

４．

５．

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

科目の主題 成績評価の方法と割合

学生が栄養指導に必要な理論や技術、および基本的知識を修得する
ことを目的とする。

定期試験（100％）

栄養教育指導論Ⅰ 古賀克彦

対象
学生

栄養士コース1年生
学期
区分

前期 単位数 2
必修

栄養士免許必修

科目の到達目標

教育目標に基づく学修成果の到達目標

国民栄養の変遷と栄養教育・指導①　食生活の変遷と疾病構造の変化

授業方法

講義形式

準備学修（予習、復習等に必要な時間または具体的な学修内容）

あらかじめ教科書に目を通し、理解できない箇所を予習しておくこと。

授業計画

栄養教育の概念

食生活の変遷と疾病構造の変化や、関連法規や各種基準について理解する。

栄養指導に必要な各種理論や技術を習得する。

栄養教育・指導の為の実践基礎知識③　健康・栄養・食生活知識の獲得

国民栄養の変遷と栄養教育・指導②　国民栄養の現状

国民栄養の変遷と栄養教育・指導③　食の消費動向と栄養教育

行動科学理論と栄養教育・指導①　行動科学理論の栄養教育・指導への適用とその方法

行動科学理論と栄養教育・指導②　食行動の形成と栄養教育

栄養教育・指導マネジメント①　実態把握（栄養アセスメント）

栄養教育・指導マネジメント②　栄養教育・指導プランニングと評価

栄養カウンセリング①　カウンセリングの理論と方法

栄養カウンセリング②　カウンセリングの栄養教育・指導への適用と実践

食行動から捉える栄養教育・指導

栄養教育・指導の為の実践基礎知識①　日本人の食事摂取基準

栄養教育・指導の為の実践基礎知識②　健康づくりのための食生活指針

栄養教育の方法

教科書・参考書 受講生へのメッセージ

エスカベーシック栄養指導論
　古畑　公　著
　同文書院

栄養士となり栄養指導を行うためには幅広い栄養の知識の習得が必要となりま
す。また、いくら栄養に関する知識を習得しても、学んだ知識を相手に理解し
てもらい望ましい食習慣を行うように相手の行動を変容させていかなければ栄
養士の仕事は成り立ちません。この授業では、栄養指導を行う際に必要となる
基礎的な知識を習得し、栄養指導対象者に食習慣改善を行ってもらう方法につ
いて学んでいきます。


